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グレン･アイラ市に住む高齢女性の

暮らしとライフヒス トリー (その 3)

野連 政雄
メルボルンのグレン･アイラ市に住む 6人の高齢女性に,①日常生活,②ライフヒス トリ
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ー,③何に幸福感を感じるかの 3点に関して聞き取 り調査を2 5年 9月におこなった｡本00
稿では 人の語りを提示し,それに考察を加えた｡6
メルボルン, 主観的幸福感,高齢女性, パーソナル ･ネットワーク, ライフヒストリーK ds:ew ryo
(5)ノーマさん 洗濯,掃除,家の中の片づけ,請求書の支払いとい
ノーマさんは 1 9年生まれで,英国国教会の教
徒である｡ 彼女はこれまで2回結婚をしたけれど, 者にかかることがあると,そういった家の仕事はで
いずれの結婚も離婚で終わった｡最初の夫との間に, きません｡朝早く目覚めたときは,お茶を飲んで本
息子が 1人いる｡ ノーマさんは 2度の離婚の後,午 を読みます｡朝の7時にまたお茶を飲みます｡目が
下の男性と知 り合い,その男性と30年以上にわた だんだん見えなくなってきているので,そうした生
2
9
 った家の仕事をする日と決めています｡ただし,医
00って一緒に暮らした｡そのパー トナーが 2 0年に
死亡してからは,ノーマさんは一人暮らしをしてい
活は目にはよくありません｡そこで,私はテレビを
見ないようにしています｡ 8時半にシリアルとフル
る｡ 彼女は,小さい一軒家に住んでいる｡ 彼女は経
済的に男性に頼らずに,自立して生きてきたという
点で,伝統的な女性ではない｡
ノーマさんは自分の健康状態を 4と評価していた
から,健康状態はあまり良くないといえる｡ しかし,
ーツで朝食を取 ります｡新聞を定期購読しています｡
新聞のクロスワー ド･パズルを解きます｡新聞を取
るのはちょっとしたぜいたくです｡最近では,ベッ
ドで新聞を読みます｡紙面の大きい新聞はベッドで
読めませんから,タブロイド判の 『ヘラルド･サン』 
ロー トンの活動能力指標によれば,彼女は 10項目 nl7w(7 H eTaldSu )を今では取っています｡新聞を読
すべてを ｢問題なくできる｣と答えていたから,活 んだ後に,朝食を取 ります｡そして,台所のあとか
動能力はとても高いと判定できる｡ ノーマさんのパ たづけ,シャワー浴び,風呂の掃除,洗濯,アイロ
ーソナル ･ネットワークは,息子, 1人の名付け娘 ンかけをします｡家が散らかっているのをがまんで
)d htaugerdgo-( , 1人の近隣者, 5人の友人から構 きません｡整理整頓ができていないといやなのです｡
G
成されている｡ 近隣者と 1人の友人は ｢近隣地域｣ 長年,生活をともにしてきたパー トナー (結婚は
に住んでいるが,その他の人々は ｢メルボルン｣に していない)がいましたが, 5年前に亡くなりまし
ロー トンの PCモラール ･スケールの得点いる｡ た｡ピーターといいます｡夜は一番つらい時間です｡
85.
点と,幸福感はあまり高くなかった｡
ノーマさんの年譜は,表 5のようである｡ 午前中に夕食の準備をしておき,夜に電子レンジで
温めて,食べます｡ 4日から 5日の分の夕食を前も
①日常生活 って作っており,冷凍庫に入れておきます｡ちゃん
月曜日は,朝の 3時から7時の間に起 きます ｡ とした食事を取るように心がけています｡
時々,朝早 く目覚めることがあります｡月曜日は, 火曜日は,月曜日と同じように,朝の3時から7
は テレビをつけ,お酒を飲みながらテレビを見ます｡
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野連 政雄
時の間に起きます｡お茶を飲んで,本を読みます｡ 私は夕食を息子たちと一緒に取ります｡
電話でたわいのない話をします｡息子はいつも朝に 金曜日には, トランプをします｡ トランプをする 
電話をしてきます｡自宅に夜かかってきた電話には 5人のグループがあります｡それぞれのメンバーの
出ないので,留守録に入っている電話に朝に返事の 家に交代で集まって, トランプをします｡今週の金
電話をします｡私には40年来の友人がいます｡ブ 曜日は私の番で,この家にメンバーが来ます｡ トラ
ライトン (Bihrgton,メルボルンの中心から南東に ンプをしながら,シャンペンを飲んだり,お茶を飲
10キロのところにあるサバーブ)のチャーチ ･ス んだりします｡メンバーは近くに住んでいる人たち
トリー ト (ChurchStreet)にあるレス トランかチ です｡車で 15分以内のところに住んでいます｡そ
b dreah tor
S
ャドス トン ( ,メルボルンの中心から東 の人たちに出すビスケット ( )をかつて
南東に 12キロのところにあるサバーブ)のショッ は自分で焼いていましたが,今ではしていません｡
ピングセンターにあるレス トランでその友人と火曜 自分で焼くよりも買ったほうが安 くつきます｡
日に会ってサンドイッチを食べます｡一人前では多 金曜日の夜はブラックロック ･ヨット･クラブ 
hdtasoneC
いので,友人と一人前のサンドイッチを取って分け lbuhacockR kY tC )に若い友人と行きます｡lac
B
(
合って食べます｡私はカフェラテ (エスプレッソ･ 歳の女の子がそのクラブのメンバーで, 3年間11
kac(
コーヒーにホットミルクを注いだ飲み物)を,友人 ヨットをやっています｡そのクラブのゲス トとして
はカプチーノ (牛乳と粉末チョコレー トを加えたコ クラブに行って,夕食を食べて来ます｡私には多く
ーヒー)を飲みます｡その後,一緒に映画を見ます｡ の若い友人がいます｡私はその女の子の母親デブラ
Blグラス 1杯のビールとグラス 2杯ワインを夕方に飲 と友人です ｡ その親子はブラックロック 
みます｡ 1週間のうちの 5日は同じように夕方をす 7R koc,メルボルンの中心から南東-1キロのとこ
ごします｡ ろにある,海に面したサバーブ)に住んでいます｡
水曜日は月曜日と同じようにすごします｡家の掃
除,洗濯,庭いじりをします｡人を雇って,芝刈 り
をしてもらっています｡冬は 3週間に 1度,夏は 2
週間に 1度芝を刈ってもらいます｡ 1ケ月に 1度,
庭師に来てもらっています｡かつて庭はすぼらしか
ったのですが,今ではそうもゆきません｡夕方のす
ごし方は同じことが多いですが,時々,友人と絵の
展覧会に行ったり,音楽会に行ったりします｡今夜
はジミー ･ウェッブ 
1夏には,ヨット･クラブのバルコニーで 1時頃ま
で話します｡冬は,9時頃までです｡そのクラブの
雰囲気がいいのです｡レストランの料理もそれほど
高くはありません｡デブラが車で迎えに来て,ヨッ
ト･クラブに連れて行ってくれます｡デブラはコン
ピューター関連の会社を自分で経営している女性で
す｡仕事で成功を収めています｡
土曜日と日曜日には,何をすると決めてはいませ
ん｡息子が日曜日の午前中にこの家に来て,数時間
いることもあります｡人に招かれたりもします｡先
週の日曜日,息子は 14人を昼食に招いて,父の日
を祝いました｡ 別れた最初の夫は 80歳になります
が,彼の誕生日も合わせてそこで祝いました｡退屈
な人生ではまったくありません｡映画や展覧会によ
069bbiJ(mmyWe ,1 年代に活
躍した,アメリカのシンガー ･ソング ･ライター)
のコンサー トに都心の劇場-若い友人と行きます｡
展覧会やコンサー トなどに行くとき,自分で車を運
転したり,友人の車に乗せていってもらったりしま
す｡ただし,私は夜に車を運転しません｡
木曜日は 2人の友人とベントレー lihegB ten( , く行きます｡友人の家にも,他の友人たちとよく行
グレン･アイラ市にあるサバーブ)のセンター ･ロ きます｡そして,軽い夕食をしばしば一緒にします｡
doa
C tenr
ー ド ( eR )で会います｡ 
を飲み,サンドイッチを食べます｡その後, 
-･緒にコーヒー とても楽しいです｡家族や友人と外出するのが週末
15.キ
ロほど一緒に散歩をします｡いい運動です｡ 2日に ります｡肉体的には年を取ってはいますが,精神的
1回は 1キロほど歩くようにしていますが,今週は にはまだ若いと思います｡
まだしていません｡ 別れた最初の夫とはいまでもつき合いがありま
私の息子デビッドは54歳です｡デビットには 1 す｡彼は再婚しようとしばしば言いますが,私に彼
の一般的なすごし方です｡いつも何かやることがあ
人の息子がいます｡この 
I iktsernwc
11

E
(
月には 5歳になります｡
,グレン･アイ
の世話をさせたいだけです｡彼は私と別れた後,と
ても若い女性と再婚をしましたが,離婚をしました｡エルスタンウイック 
ラ市にあるサバーブ)に住んでいます｡残念ながら, 彼女は教養のある心理学者でしたが,神経衰弱にか
息子は数年前に離婚をしました｡息子の元の妻は半 かってしまいました｡
分マレーシア人で,オース トラリア生まれです｡息 私は家庭的な人間 bdoy
ho
( me )です｡でも,縫
子と孫は木曜日の夜に私の家-来ます｡そのとき, い物をしたり,編み物をしたりすることは得意では 
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ありません｡読書をしたり,音楽を闘いたりするの
が好きです｡私はラジオの電話による視聴者参加番
組を好きではありませんから,ラジオはほとんど聞
きません｡夜も昼も音楽をずっとかけています｡ 
2人の兄は既に亡 くなり,弟は 74歳で今もアデ
レー ド (南オース トラリア州の州都)で健在です｡
一番上の兄は 12歳も年上でしたので,彼とはあま
り親しくありませんでした｡ 2番目の兄の家族とは
親しく,その家族とは年に 4回から 5回会っていま
す｡その兄の娘 (姪)とは頻繁につき合いがありま
す｡その兄には 5人の子供がいましたが, 1人は死
にました｡弟には子供がいません｡私が昨年と一昨
年入院したとき,弟が病院に来て,それぞれ 2週間
にわたって世話をしてくれました｡
私は狭心症になったために,心臓が力強く鼓動し
なくなり,血液を送り出す力が弱くなりました｡血
液が体内をうまく循環しなくなったので,昨年,私
は足にある 4つの血管のバイパス手術を受けまし
た｡そのとき, 3週間以上入院しました｡さらに,
昨年,冒-の大動脈がほとんどふさがってしまった
ので,血管を長さ14インチ センチ)のプラス35.( の部屋の天井はもともとわらでできており,ミッシ
チック製の管に手術で代えてもらいました｡大手術
でした｡
心臓が昨年悪くなったとき,私は病気にはまった
く見えませんでした｡でも,体の調子がおかしくな
り,便秘になり,下痢をしました｡激しい痛みもあ
りました｡病院で超音波検査や MRI(磁気共鳴映像
法)検査などありとあらゆる検査を受けましたが,
体調がおかしくなった原因はなかなか分かりません
でした｡自分が病気であることは分かりましたが,
どこが悪いのか分かりませんでしたから,私は気が
せん｡ですから,私は心臓基金を支援することをや
めました｡ 私は過去 20年間にわたってときおり慈
善団体を援助してきました｡そうした団体は,価値
のある活動をしていると思います｡私はこれらの団
体にこれまでに十分に寄付をしたと思います｡です
から,私がもう援助をやめてもよいと思います｡
私の体調が昨年とても悪くなったので,ボランテ
ィアの仕事をここ 1年間はしていません｡そのうえ,
ミールズ ･オン･ウイ-ルズでは食事の配達の仕方
が変わって, 2人で配達をすることなりました｡配
達している人の多くは夫婦でやっているので,給食
の配達方法が変わってもかまわないかもしれませ
ん｡でも,私は 1人者ですから, 1人では配達がで
きません｡こうした理由で,ミールズ ･オン･ウイ 
-ルズのボランティアの仕事は昨年からしなくなり
ました｡
現在住んでいるこの家は,10年計画で購入 しま
した｡ 8年半前に45000ドルを使って,全面的に家
を改装しました｡台所と風呂を新しくしました｡も
とは,台所はほとんどないに等しい状態でした｡こ
ョン様式 (アメリカ南西部に見られる,質素で重厚
な様式)のタイルはひどい茶色に塗られていました｡
私は外に出られるようにここにフレンチ ･ドア (観
音開きの格子のガラス戸)をつけたらいいなと思っ
ていますが,まだっけてはいません｡
以前,私は長い間ベントレーに住んでいました｡
その家は老人には大きすぎるようになり,老人では
家の世話をできなくなってしまいました｡それにパ
ー トナーのピーターが病気になり,家を推持するた
めの手仕事をすることができなくなりました｡そこ
狂うかと恩いました｡医者はとうとうMRI検査で, 99で,現在のこの家を買って,1 7年 3月に移 り住
胆石があること,そして,腹への大動脈がほとんど みました｡
ふさがっていて,うまく一働いていないことを発見し
ました｡私の内臓はいつ破裂してもおかしくないよ ②ライフヒス トリー
うな状態でした｡このように,昨年は最悪の年でし 私はカール トン tonC lar( ,メルボルンの中心に
た｡今は,プラスチック製の管が体内でどのくらい あるサバーブ)で生まれ,ア-マデル dlmaae,Ar(
もつのかが心配です｡ メルボルンの中心から東南東に 7キロのところにあ
昨年までは,心臓基金 ear
H
( tF )iondtouna ,赤 るサバーブ)で育ちました｡他に 3人の兄弟がいて,
lason(
十字 
Me Wh
),
r
Re
( dCoss ミールズ ･オン ･ウイ-ルズ ただ 1人の娘でした｡ 3人目の子供でした｡ア-マ
)lees,国際糖尿病協会 i lonatmaItne( デル小学校 h lcoor
ir
dla
Ar
( ma eP mayS )とトウ-
ionitocabtaeeDi sAss )でボランティアの仕事をし
ていました｡それらの団体はボランティアから十分 した｡その後,夜間のビジネスカレッジで秘書の仕
ラック中高等学校 h lcoog
Toora
( kHihS )に通いま
な援助を受けられません｡そのうえ,それらの団体 事を学びました｡ 初めは17歳で働 き始めました｡
は政府からほんの少ししか金銭的援助を受けていな 秘書として働きましたが,秘書の仕事はきらいでし
いか,まったく金銭的援助を受けていません｡ただ, た｡そこで,簿記の仕事につきました｡簿記の仕事
心臓基金は個人的に運営されている組織です｡何百 は好きでした｡都 心はきらいでしたから,プラ-ラ
Praran万 ドルと寄付を集めても,それを適切に使っていま ン ( ,メルボルンの中心から 5キロほど南東
ー 29-
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にあるサバーブ)やサウス ･メルボルン ( hS tou 移 りました｡朝,私が子供を幼稚園に連れて行き,
両親に子供を午後に迎えに行ってもらいました｡簿Me ,都心の南隣にあるサバーブ)といった
都心から少し離れた郊外で働きました｡若い頃,ど 記の仕事をしたり,販売の手伝いをしたりといろい
アノを習っていました｡その頃,ダンス,スケート, ろな会社で働きました｡私はデビッドの父親 (最初
水泳が好きでした｡ の夫)との離婚に罪悪感をいつも抱いていました｡
bourne
l

歳で夫となる男性と出会い,若者がよくする
ように,つき合ったり,別れたりしていました｡し 彼も私に何もくれませんでした｡両親は私に親切で,
かし,両親は私たちの結婚を認めませんでした｡私 助けてくれました｡特に父親はそうでした｡兄弟た
7
1
 ですから,私は彼に何も求めませんでした｡また,
は 1 年に2歳で彼と結婚をしました｡彼はカト
リックでしたが,私は英国国教会の教徒で,カトリ
ックではありません｡私たちはカトリック教会で結
1
9
4
9
 ちも私に親切で,助けてくれました｡ 
6年に 2番目の夫となる人と出会いました｡5
9
1

1
ビルといいます｡ 1歳年上で,同じ会社で働いて
婚式を挙げました｡ いました｡彼は,パース (西オース トラリア州の州
夫は軍隊にいたので,初めの 12ケ月間,私たち 都)で航海士をしていました｡ 2年後に,結婚をし
は友人の 1人とフラットをシェアして暮らしまし ました｡第 2次世界大戦中,彼は日本軍の捕虜でし
た｡その後,パカバニアルの基地に住みました｡パ た｡このことによって,彼は精神的にとても傷つけ
11
ロのところにあり,軍隊の訓練センターがある)は, たことはまったくありませんでした｡私は彼を立ち
キカバニアル ,シーモアから西にP k lucapunya( られました｡捕虜になってから,彼は理性的であっ
ビクトリア州のシーモア mo ,メルボルンかur
Sey
( 直らせることができると思って結婚をしましたが,
ら北に約 100キロのところにある,人口6600人ほど できませんでした｡彼は暴力を振るうということは
の町)の近くにあります｡メルボルンから 2時間ほ ありませんでしたが,精神的に残酷な人でした｡そ
どで行けます｡パカバニアルは,最悪のところでし して,ビルは子供のデビッドを完全に無視をしてい
1
5
9
た｡ 4年間ほどそこに住みました｡子供が 1 年
に生まれました｡軍隊の給料はとても安く,最低阪
の生活しかできませんでした｡そこで,私は雑貨屋
で書類整理や店の手伝いの仕事をしました｡メルボ
ルンに来て 3ケ月ほど住み,臨時の仕事に就いたこ
ともときどきありました｡秘書の職業紹介所を通し
てそうした仕事を見つけるのは,簡単でした｡私が
メルボルンで働いていたときは,私の両親が子供の
世話をしてくれました｡結婚後 7年ほどで,離婚し,
パカバニアルを離れました｡子供が 5歳のときです｡
ました｡ビルは健康でなかったこともあって,働か
ないで,一日中寝てばかりいました｡重症のアルコ
ール中毒でしたので,家族の他の人たちは眠ること
もできませんでした｡ 4年間で彼とは別れました｡
結婚したことを後悔しています｡私は彼には精神分
析療法が必要だと強く思いました｡でも,彼と係わ
りあいになりたいとはいっさい思いませんでしたか
ら,別れた後,彼が治療を受けたかどうかは知りま
せん｡別れたとき,費用がかかりますし,再婚する
気はさらさらありませんでしたから,離婚手続きは
当時,離婚は社会的に受け入れられていませんでし 5
取っていませんでした｡1年後に手紙を受け取 り,
た｡離婚した後,ア-マデルの両親のところに身を ビルが私との離婚手続きを取ったということを知り
寄せ,数ヶ月後に両親の家の近くにあるフラットに ました｡別れたとき,不動産をビルとどう分けるか
表 5 ノー マさんの年譜
年 (年齢 )
1928年 (0歳 )1
1945年 ( )
 
1949年 (歳72歳) 
1951年 (3歳1 )2

1956年 (28歳)
 
1958年 (30歳)
 
192 (4
6年 3歳) 
199 (16年 4歳) 
197 (98年 5歳) 
1988年 (60歳) 
1997年 (7歳) 2000 (歳96 )年 2
0
出 来 事 
出生
ビジネスカレッジを卒業し,働き始
結婚
息子が生まれる｡
離婚
再婚 
2番目の夫と別れる
室内装飾業の卸売店に勤め始める
室内装飾業の卸売店をやめる
ボランティアをするようになる
仕事を完全にやめる
パートナーが死亡 
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などといったことに決着をつけることもありません
でした｡ 別れた後,サウス ･ヤラ (SouthYarra,
メルボルンの中心から東南東へ 3キロほどのところ
にあるサバーブ)に住みました｡
いろいろな仕事に就いたり,やめたりしてきまし
た｡私が 41歳のときに,すぼらしい仕事につきま
した｡ デビッドが 18歳のときで,私たちはア-マ
デルに住んでいました｡室内装飾業 (softfurnish-
ing,カーテンやクッション)の卸売店での勤めで
す｡そこで,私はマネージャーとして店を切 り盛 り
しました｡午前中にお茶をいれたり,午後に小切手
にサインをし,客と会って話をしたりといろいろな
ことをしました｡商品の仕入れと販売,接客,宣伝
の仕事もしました｡小企業の誰もがするような仕事
です｡開店から閉店まで,私は店の業務をすべてに
わたって管理しました｡ある点で,仕事はかなり重
要なものでした｡ 1970年代と1980年代に,多 くの
商売では資金が不足していました｡ですから,商売
に携わっている人たちはどのように期限までに信用
状に支払いをするかとか,地元の債権者にどのよう
にお金を返すかとかに頭を悩ませました｡資金を上
手にやりくりしないといけませんでした｡ですから,
仕事をうまく系統だてておこなってゆくことが必要
でした｡私はこの仕事が好きでした｡
経営者はユダヤ人でしたが,私が今まで会った人
の中で最も素晴らしい人でした｡幸運なことでした｡
彼は私の仕事ぶりや労働観 (workethic)を気に入
ってくれました｡彼はとてもいい人でした｡例えば,
彼がカセット･プレーヤーを買ったとしたら,私に
も同じものを買ってくれました｡このように,彼は
とても私に寛大でした｡ある日,彼は私に,｢一軒
家に住むべきだよ｣と言いました｡当時,私は犬小
屋のような粗末なフラットにいたわけではなく,立
派なフラットに住んでいました｡ それに,私は 
6000ドルしかそのとき手もとにありませんでした｡
彼は,無利子で残りの金を貸してくれました｡そこ
で,私はグレン･ウェーバリー (GlenWaverly,メ
ルボルンの中心から東南東に 18キロほどのところ
にあるサバーブ)に小さなすてきな家を買って, 3
年間住みました｡息子のデビイドも一緒に住みまし
た｡後で,経営者は私に次のようなことを言ってい
ました｡｢私はあなたが私の店をやめてしまうので
はといつも思っていました｡そこで,私はあなたが
店をやめずに,私のところでずっと働いてくれるよ
うにと,お金を貸したのだよ｡｣私は心臓発作をお
こしたので,1987年 12月にこの仕事をやめました｡
つごう17年間その人のところで働 きました｡ 勤め
た最後の 5年間の給料はとてもよかったです｡1987
年には,週に600ドルをもらっていました｡これは
大金でした｡
改修して転売するのが目的でしたので,グレン･
ウェーバリーの家には 3年間ほどしか住みませんで
した｡ その家を売ったお金で,サンドリングハム 
(Sandringham,メルボルンの中心から南東-16キ
ロほどのところにある,海に面したサバーブ)にと
ても高価なタウンハウス (隣家と壁を共有する小さ
な住宅)を買い, 3年間住んで売りました｡そして,
ベントレーに大きな家を買いました｡サンドリガム
のタウンハウスは新築でしたから改修をしませんで
したが,その他の家は改修をしました｡そして,よ
り高い値段で転売しました｡私は家を見ると,どこ
を改修したらいいかがすぐに分かります｡これまで
に都合 6軒の家を買って,転売をしました｡そのう
ちの 2軒の家は純粋に投資目的のために買いまし
た｡例えば,グレン ･ウェーバリーの家を 1970年
に23000ドルで買いました｡大きな居間を増築して, 
1974年に40000ドルで売りました｡以前,リッチモ
ンド (Richmond,メルボルンの中心から東-4キ
ロのところにあるサバーブ)にも家を買ったことも
あります｡そこは今では流行の最先端をゆく地区と
なっていますが,そうなるずっと前の 1956年のこ
とです｡
フルタイムで働きながら,家の改修をしました｡
フルタイムで働 くことは,家の改修の障害とはなり
ませんでした｡むしろ,フルタイムで働くことによ
って,いい職人と知り合うことができました｡職人
に仕事をしてもらうことで,その職人は信頼のおけ
る人であることが分かります｡職人は期間内に仕事
を仕上げてくれます｡信頼のおける同じ職人に仕事
を頼むことで,次回からは家の改修を容易にするこ
とができます｡職人はそれぞれの分野のプロですか
ら,私がいったん仕事を依頼すれば,改修する家に
毎日行って仕事ぶりを確認する必要はありませんで
した｡この家の改修のときに,私は週に数回この家
に点検のために来ただけでした｡でも,失敗したこ
ともあります｡ある職人に塗装を任せておいたら,
あとで8000ドルも請求されました｡
パー トナーのピーターとは最初の夫を通して知り
合いました｡ピーターはクイーンズランド州から来
ました｡離婚をしています｡彼はメルボルンに来た
とき,最初の夫のところに身を寄せていました｡そ
の家を出るために,住むところを探 していました｡
最初の夫は私と離婚をして,私の家を出ましたので,
私の家に空き部屋がありました｡その部屋をピータ
ーに貸 してあげました｡ 私の父親は 1959年に,私
の母親は 1969年に死にました｡ 母親は他人に思い 
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やりがあり,温和な人柄で,すぼらしい人でした｡
私のすべての友人も,母親がすぼらしい人物であっ
たと言っていました｡私の母親が死んだとき,悲し
みはとても長く続きました｡とてもつらいときでし
た｡ピーターは私の母親と会ったことはありません
でした｡でも,私の母親が死んだときに,ピーター
は私をいろいろと助けてくれました｡ ピーターは 
政雄
孫はいつか私の家に泊まりに来るでしょう｡
私は,仕事,家の修理,子育てと 3つのことを同
時にやってきました｡私はとても完全主義者です｡
きちんとできないと満足できません｡そのために,
私は努力をしてきました｡私はそうせざるをえませ
んでした｡ 私は 12月生まれですが,背が高く,体
が大きな子供でした｡クラスの中で,私は大部分の
0年以上にわたって気のあった友 ( )で
した｡ピーターと私の関係はお互いにとってとても
ipanon
Com
3
 生徒よりも 10ケ月ほど遅 く生まれたわけですが, 
75.
センチ)
楽しいものでした｡息子のデビッドが家を出てから 背が高く,おおがらでした｡そのため,私は年上で
は,ピーターは第 2の息子のようでした｡ピーター さまざまなことをすることができるという印象を他
2インチから 3インチ (5センチから 
は私よりも 1歳若い,とれも思いやりのあるいい
人でした｡ れました｡私の子供も背が高く,おおがらでしたか
2
 人に与えたので,より多くのことを仲間から期待さ
年に室内装飾業の店をやめました｡7
8
9
1
 その後 ら,そのように期待されました｡まわりの人たちは,
5

｡
私がこの 1年の間に変わったと言います｡私はこ
つかの臨時の仕事につきました｡市場調査の仕事を れをはめ言葉ととらえています｡それ以前,私は年
しました｡その後で,友人の ドレスを売る店を手伝 上に見えたから,おそらく近づきがたかったのでし
ょう
も約 10年間,働いたり,やめたりしながら,いく
いました｡たくさんの服を売りました｡いくつかの
こうした仕事をしました｡市場調査の仕事が楽しか
ったです｡銀行の顧客サービスのような仕事でした｡
働くのが好きです｡臨時の仕事があると,それを
してきました｡そうすると,ちょっとお金が入りま
す｡今でも,私は退職したとは思っていません｡私
は心臓発作になるまで,退職しようとは考えません
でした｡私は仕事にとても満足していました｡私は
③何に幸福を感じるか
人生における満足は子供からが最も大きいです｡
私は幾分なりとも子供に役立つことができて,うれ
しいです｡幸運なことに, 60年以上つき合いのあ
る友人が 2人います｡また ,40歳代から 50歳代の 
6人の若い友人もいます｡そのうちの 1人は私の名
たくさんのお金を持っていませんでしたから,もし 付け娘 d htaug er
-
dgo
( )のデブラです｡私は母親と
仕事をやめたとしたら,年金 ipenson( )をもらっ その娘と一緒にヨット･クラブによく行くと言いま
て生活しないといけなくなってしまったでしょう｡ したが,デブラはその母親です｡私はこれらの友人
8
9
1
7年に室内装飾業の店をやめてから,ミール
ズ ･オン･ウイ-ルズ,心臓基金,赤十字などでボ
ランティアの仕事をするようになりました｡室内装
飾業の店で仕事をしていたときはとても忙 しくて,
ボランティアの仕事はできませんでした｡そのとき
は,寄付をするだけでした｡室内装飾業の店の仕事
をやめてから臨時の仕事とボランティアの仕事の両
方をしたので,多忙でした｡臨時の仕事をして,ポ
ケットマネーも入りました｡外での仕事をやめてし
まうと,金銭的に大きく逼迫してしまいます｡私に
と頻繁につき合いがあります｡友人の一部は息子の
友人ですが,私を対等の友人として扱ってくれます｡
人間関係では,友人や孫が最も満足を与えてくれま
す｡私の年齢では,それが期待できるすべてでしょ
う｡ 私は,障壁を打ち破って人間関係をもっと作る
ために,外出をしようとはもう思いません｡家庭生
活をおくり,自分の生活ができ,普通の睡眠がとれ
るほど身体的に健康であれば,それで十分だと思い
ます｡これ以上,何を望むことができるでしょうか｡
その先は,いつの日かベッドに入って,翌日もずっ
はそんなゆとりはありませんでした｡ 7
9
9
1
 年に完 と寝ているといった死を迎えられたらと思います｡
全に仕事をやめました｡仕事をやめたからといって,
ボランティアの仕事をもっとするようになったわけ
ではありません｡
息子が結婚生活をしていたとき,息子の妻が 1時
間かそこいら休みを取れるように,私は孫のめんど
うをみることを週に 2度か 3度していました｡この
私は今のところ健康です｡でも,体の中にあるプ
ラスチックのチューブはこわれないということには
一応なっていますが,それが一体どのくらいもつも
のかと思います｡私は長い間ピンピンとしていたく
はありません｡私に孫ができましたが,私にはもは
や期待すべきことがありません｡私は孫が成人する
前の日曜日の午後,私は孫に ｢私の家にお泊まりに 5
のを見とどけることさえできません｡もし孫が 1

来なさい｣と言ったら,孫は ｢僕には泊まるところ 年前に生まれていたとすれば,私はそれを当然でき

があるから,いやだよ｣と答えていました｡ でも, たでしょう｡ 私は孫がティーンエイジャーになるの
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を見とどけるのさえできないでしょう｡ 私は日々の
暮らしを幸福に思いますが,将来に期待すべきもの
は何もありません｡
こうした私の (絶望的な)感情は,長年のパー ト
ナーであるピーターを失ったことによると思いま
す｡2000年 8月にパー トナーをガンで亡 くしまし
た｡ピーターは私の片割れのように,私とピーター
は気が合い,仲がよかったです｡彼の妹でさえ ｢あ
なたとピーターは,お尻の繋がったシャム双生児の
ようにいつも一緒にいるわね｣というくらい,私た
ちはいつも一緒でした｡彼が亡くなったとき,子供
や友人が助けてくれました｡そうした人たちはとて
も親切にしてくれました｡
ピーターと私は互いに自分の生活の仕方で暮らし
ていました｡ピーターは鉱物資源採掘のコンサルタ
ントの仕事をしていました｡彼の仕事は不規則で,
彼は夜中に働いたり,朝 5時に出て夜遅くまで帰宅
しなかったりということもありました｡私は彼に数
日間会わないということもしばしばでした｡私たち
の関係は奇妙でしたから,多くの人々はその関係を
理解できませんでした｡でも,私たちの関係はとて
もよいものでした｡
彼が死んで,私は空虚感 (emptiness,void)を覚
えました｡時間がそれを解決してくれました｡でも,
私たちは,深い悲しみから完全には抜け出すことは
できません｡私は母親が死んだ悲しみからさえもま
だ抜け出せてはいません｡母親の死を考えると,心
がときどき痛みます｡ピーターが亡 くなった悲しみ
からもまだ抜け出せません｡私たちが死んだ人のこ
とを話し続ければ,その人をあまり忘れなくてすみ
ます｡おかしなことですが,周りの人たちは ｢ピー
ターはこうした｣などとよく彼のことを話題にしま
す｡このことで,彼は私たちの心の中に生きていま
す｡
幸運なことに,年齢の割に,私は豊富な人間関係
のネットワークを持っています｡教会には行きませ
んが,無神論者 (atheist)というわけではありませ
ん｡教会に行ったからといって,気分がよくなると
は思わないのです｡｢自らを遇するように丁寧に他
人に応対する｣というのが私の信仰です｡
孫,友人との交流,家の世話をすることが,今の
私の基本的な生活です｡そして,こういったことか
ら,私は人生の満足を得ています｡今年の 12月の
クリスマス後に,私は国際糖尿病協会の活動を再開
する予定です｡ 
(3)パム
パムさんは 1930生まれで,英国国教会の教徒で
ある｡比較的大きな一軒家で一人暮らしをしている｡
結婚をして娘を生んだ後に,27歳で首の回りにガ
ンがあることが分かった｡その治療のために,長い
間つらい体験をした｡ 1971年から,夫の不動産屋
を手伝って,働いた｡ 1987年に夫と別れたが,そ
の後ももとの夫の不動産屋で働いた｡もとの夫とは
今でもつき合いがある｡パムさんは家族を大切にし,
いろいろな活動に参加し,社交的な暮らしをしている｡
パムさんは自分の健康状態を 2と評価していたか
ら,健康状態は比較的良いといえる｡ そして,ロー
トンの活動能力指標によれば,彼女は 10項目すべ
てを ｢問題なくできる｣と答えていたから,活動能
力はとても高いと判定できる｡ パムさんのパーソナ
ル ･ネットワークは, 1人の娘,かつての夫, 1人
の孫息子 , 1人の孫娘, 1人の姉, 4人の近隣者, 
10人の友人,自らが親代わりとなって育てた 1人
の女性 , 1人の職場仲間から構成されている｡ これ
らの人々の居住場所は次の通りである｡ すべての近
隣者は ｢近隣地域｣に住んでいる｡ 自らが親代わり
となって育てた女性は ｢ビクトリア州｣にいる｡ 友
人のうち, 1人は ｢ビクトリア州｣に,別の 1人は
｢オース トラリア｣に住んでいる｡ その他の社会関
係を取り結ぶ相手は,すべて ｢メルボルン｣にいる｡
ロー トンの PGCモラール ･スケールの得点は 16点
と,パムさんの幸福感はとても高い｡
パムさんの年譜は,表 6のようである｡
 
(丑日常生活
 
2年前に,仕事をやめました｡以前は,朝とても
早く起きていました｡でも,今は,朝 8時に起きて,
クローケ- (croquet,木製の球を木づちで打つゲ
ーム)をします｡私は 9年間クローケ-をしていま
す｡現在,私はクローケ一 ･クラブの会長です｡ク
ローケ-で勝つには,技術と戦略が必要です｡クロ
ーケ-は相手と~競い合う競技です｡ですから,とて
も仲がいい相手にでも,意地の悪い戦略をたてない
と勝てません｡私にはクローケ-の技術はありませ
ん｡私は相手に勝とうとしてクローケ-をしている
のではありません｡主に人とつき合うためにそれを
しています｡私は,今週の数日のうちに 6試合をす
ることになっています｡クローケ-の試合中は,と
ても歩きます｡私は歩数計をつけていますが,試合
中に 1日で 2000歩も歩くことがときにはあります｡
ですから,試合をすると疲れます｡
私の予定表を見てください｡予定表は毎日ほとん
どうまっています｡来週からクローケ-の トー ナメ
ントが始まりますので,私はクローケ-を昼間しま
す｡私はクローケ-のクラブを運営していますから,
昼間何もできません｡私は一週間に 3日クローケ-
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をします｡週末は,教会に行 くか家族と一緒にすご クローケ-をするときは,車で行 きます｡私は 
します｡日曜日の夜は,妹の家に行って,夕食を一 歳のときか ら,運転 をしています｡ですから,12
緒に食べます｡最近,私は ITの講習を受け始めま 54年間,車の運転をしています｡今運転 している
した｡私はそれを誇 りに思っています｡母の日に, 車は古いものです｡ホンダの古い車ですが,それで
私の家族 (娘夫婦)は私にスクラブル ,lebbscra( いいのです｡事故にあっても数千 ドルくらいしか保
盤面でおこなう字並べゲーム)のゲームソフ トの 障されませんから,いったい保険に入る必要がある
OMをプレゼントしてくれました｡毎日,夕食R-DC のかしらと思ってしまいます｡
の準備を終えた後, 2ゲームをします｡昨日,スク 私は料理をするのが好きです｡毎日,負,チキン,
ラブルのゲームで名人を打ち負かしました｡勝った 肉,それから 5種類の野菜を料理しています｡でも,
とき,私は手をたたいて喜びました｡電子メールを 0私は肉をあまり食べません｡私はこの家の庭で 1
毎日使っています｡今,娘の家族は海外にいます｡ 月にガーデン ･パーティを開こうと思っています｡
娘の家族からの電子メールを待っていて,電子メー
ルが来たらすぐに返事を送 ります｡西オース トラリ
0そのために,毎 日,庭の草取 りをしています｡ 6
人くらいが料理を持って,そのパーティに来ます｡
ア州の友人は,写真と一緒に冗談を書いて送ってき
ます｡私はパソコンの一日コースの講習に行って,
パソコンを習いました｡
私は毎日たくさんの会合に出席 しています｡クロ
ーケ一,教会,クオータ ･イ ンターナショナル 
私は場所を提供し,ワインを出します｡
現在,私は 2人の老人の世話をしています｡この 
2人からいつでも電話で連絡がありますから,私は
それに応えてあげないといけません｡私にたいてい 
4つか 5つの連絡が 1日にあります｡ 1人は私の友
al mai lonattnetuo
Q
( ,アラン･マリオ)
ion
F dtouna 人である老人です｡名前はマリアンといいます｡彼
ット基金 Aln MarrottF
ト･サポー ト･サービシーズ 
ie( d ,マリオッtouna
(
)ion
iMarrottS
女は私とほぼ同じ年齢です｡マリアンはガンにかか
っています｡ですから,それほど長く生きることはtporup
ces
サービス 
Ⅳi )Se ,ベントレー ･コミュニティ ･ヘルス ･
t tleainhCmmu yH hSoliegB ten(
できません｡彼女は一人暮らしです｡彼女が意気消
)iervce 沈していたりして助けを必要とするとき,私は彼女
といった団体の会合です｡クオータ ･インターナシ をいつでも助けてあげます｡マリアンが電話で助け
ョナルというのはビジネスをしている女性が社会奉 を求めるとき,私は彼女を海辺に連れて行ってあげ,
仕活動をする会です｡アラン･マリオット基金とい 昼食を一緒に食べたりします｡マリアンはガンにか
5うのは,知的障害や身体的障害のある 18歳から6 かっているので,日なたに出ていることはできませ
歳までの人を支援する慈善事業をしている団体で
す｡この団体は資金を集める活動をしています｡こ
の団体に関連した団体として,マリオット･サポー
ト･サービシーズがあります｡この団体は慈善事業
をおこなっています｡私はこれら 2団体の委員会の
メンバーとなっています｡マリオット･サポー ト･
サ ー ビ シ ー ズ は , 2週 間 後 に マ ッ キ ノ ン 
ん｡ですから,私たちは日陰にすわります｡マリア
ンはガンの治療のために化学療法を受けています｡
私の娘は私にバレー公演の券をくれました｡マリア
ンは夜に外出できませんから,私は彼女をこの前の
土曜日の昼間にバレー公演に連れて行ってあげまし
た｡ウェスタン ･オース トラリア ･バレー ･カンパ 
_一による公演です｡音楽はとても美しく,公演は
0innon(McK ,グレン･アイラ市にあるサバーブ)で でも,公演は 2時間 4分
設立20周年記念を祝うことになっています｡ベン で,少し長いと思いました｡長時間の公演でしたか
トレー ･コミュニティ･ヘルス ･サービスでも,私 ら,幕あいが 2回ありました｡
は委員会のメンバーをしています｡私は政治にも関 私が世話をしているもう 1人の老人はアルマとい
すぼらしいものでした｡
心があり,ビクトリア州自由党のメンバーです｡マ
ッキノン支部の事務局長をしています｡このように,
私は多くの団体や集団にかかわっていますから,多
くの会合に出席 しないといけません｡でも,毎日,
午後 5時までには家に帰るようにしています｡
私はフットボール (オース トラリアン ･ルール
ズ ･フットボール)が好きです｡エッセンドン･ボ
0います｡私よりも年齢が上で,8歳代の半ばです｡
私はもとの夫と不動産屋をしていました｡アルマは
いくつもの貸家を所有していました｡私たちはその
うちの 2軒の管理を依頼されていました｡アルマは
車を持っていませんでしたので,私が彼女を病院へ
連れて行ってあげました｡病院の人がアルマに相続
人となる近親者はいるかどうか尋ねたのですが,彼
ersodeno(Ess nBmb )のサポーターです｡
試合を見に行ったり,テレビで観戟 したりします｡
2週間前の日曜日にも試合を見に行きました｡
マーズ 女にはいませんでした｡そのうえ,彼女を助けてく
れる人がまわりにいませんでした｡そこで,私は彼
女の近親者ではありませんが,アルマは私に代行権
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グレン･アイラ市に住む高齢女性の暮らしとライフヒストリー  (その 3) 
(powerofattorney)を与えました｡ですから,私
は彼女の法的な後見人となっています｡こうして,
私は仕事を通じてアルマと知り合い,彼女と友人と
なりました｡アルマは私をすべてにわたって信頼し
ています｡私のもとの夫も彼女を知っています｡今,
アルマは腰の骨を折って,入院しています｡彼女は
年を取っていて体が弱 く,認知症 も始まっていま
す｡
私にとって一番大切なものは家族です｡私には娘
が 1人だけいます｡家族というのは,娘夫婦や 4人
の孫のことです｡孫は 4人います｡3人は女の子で, 
1人が男の子です｡年下の 2人の孫はメルボルンに
住んでいますが,年上の 2人の孫はメルボルンを出
て,別の場所に住んでいます｡私は離婚したもとの
夫のレイとも今でも親しくつき合っています｡です
から,(離婚はしていますが,)レイはもとの夫とは
言えないかもしれません｡娘夫婦はここから車で 
20分ほどのところに住んでいます｡娘の家族は休
暇でヨーロッパに旅行に行っていて,今はロンドン
に滞在中です｡娘の家族が旅行をしている間,レイ
は娘夫婦の家にいて,留守番と犬の世話をしていま
す｡昨日は父の日でしたから,私は娘夫婦の家に行
って,夕食をレイと一緒に食べました｡ レイは 30
年間菜食主義でした｡昨晩,レイは魚を 1匹まるま
るオーブンで料理をしてくれました｡私は彼に父の
日のプレゼントをあげました｡彼の好きなマカデミ
アン ･ナッツです｡彼は喜んで,｢また来てくれ｣
と言っていました｡
家族の次に大切なのは,教会です｡英国国教会で
す｡私は英国国教会の教徒であることに誇りを持っ
ています｡教会は家の近くの角にあります｡私は教
会の扶助グループの運営をしています｡そのグルー
プはパストラル ･パー トナーズ (pastoralpartners)
と呼ばれています｡私たちは 2人一組となって病人
の世話などをしています｡また,私の教会の世話係
もしています｡私はミサに行き,誰が来ているかを
確認します｡昨日の礼拝には,90人ほどが来てい
表 6 パムさんの年譜
ました｡たくさんの子供たちが来ていました｡私は

礼拝に来たすべての人を知っておかなければなりま

せん｡私は教会のもう 1人のメンバーと 2週間に 1

度会って,教区人名録を最新のものに更新していま

す｡

②ライフヒス トリー
私は 1930年の冬のまっただ中にオーモンドで生

まれました｡ 3人姉妹の長女でした｡私は 1日に 3

回教会に行くような信仰深い家庭で育ちました｡私

たち家族は朝,午後,夜に教会に行きました｡両親

や祖父母は同じ教会で結婚式を挙げました｡すぼら

しいことです｡

生まれた当時は,大恐慌でした｡ 1930年代初め
の数年間,失業者がたくさんいました｡その当時は,
社会福祉がありませんでした｡そのために,多くの
人たちが文字どおり飢えていました｡私の両親には
少ししかお金がありませんでした｡私たちは動物性
脂肪をぬったパン (ra n rpig)をよく食bedaddipns
べたものです｡今ではそれはいい思い出です｡その
ために,今でもお金の使い方には慎重です｡必要で
ないものは,私はどんなものでも買いません｡私の
家族はそうではなく,必要でないものまでも買って
しまいます｡ 
1939年に,戦争が始まりました｡ 私の母親は赤
十字に勤めていました｡私たちはすべての家に行っ
て,配給切符を売りました｡そして,赤十字のため
にお金を集めました｡当時,私たちにはお金があま
りありませんでした｡ですから,配給切符でしか,
衣服や食料といったものを買えませんでした｡すべ
ての人がそうでした｡人々-の割当量が決まってい
ました｡子供はある一定の身長と体重でないといけ
ませんでした｡背が高いと,子供は多くの配給切符
をもらえました｡子供が太っていると,栄養状態が
よいということで,多くの配給切符をもらえるとい
うことはありませんでした｡私は太っていたので,
たくさんの配給切符をもらいそこねました｡私は今
年 (年齢)
1930年 (0歳) 
1947年 (17歳) 
1956年 (25歳) 
1956年 (26歳) 
197 (75年 2歳) 
191 (17年 4歳) 
197 (78年 5歳) 
1988 (8年 5歳) 
2003年 (73歳)
出 来 事 
出生
ビジネスカレッジを卒業し､働き始める
結婚をする
娘が生まれる
ガンであることが分かり,手術を受ける
夫の不動産屋を手伝い始める
夫と別れて,一人暮らしを始める
夫と離婚をする
退職をする 
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野連 政雄
でも少し太とりぎみです｡ もに成績で トップでした｡
私の父親は会計士で,とても長い時間働いていま 私たちの小学校には,第 6学年までしかありませ
した｡彼は,ワインとウイスキーの製造会社である んでした｡そこで,小学校卒業後に,別の学校に行
フェ ドリック ･アンド･ブライ ト社の総務部長 か ざる をえ ませ んで した ｡ 私 はマ ルベ ル ン 
)をしていました｡父親には,仕事がたtsecreary( Ma m,メルボルンの中心から東南東へ 9キロの
くさんありました｡父親は酒造会社に勤めていまし ところにあるサバーブ)にある トウロンガ ･ロー
lve(
たが,私が 2歳になるまで,誰も私の家では酒を
飲みませんでした｡ 私の 2歳の誕生日に初めて家1
1 ド ･セ ン トラル ･スクール doaToorong( aR
49lS )に行きました｡ 1 2年のことでし
で酒がふるまわれました｡ た｡私は自転車に乗って,その学校へ行きました｡
私の母親 はハ イスクールの教 師で,家政学 ところが,入学して 3週間後に,軍隊はその学校を
h lcootcenra
mee mi )を教えていましたが,国語cs
cono
ho( 兵舎 として使 うために,接収 してしまいました｡
私たちは別の学校に行かないといけなくなりまし)も教えていていました｡とても頭がいいihsE lng(
女性でした｡母親は学生だったとき,卒業後に教師 た｡私は学校でグループのリーダーとなっていて,
として一定期間勤める とい う契約 で,教育省 そのことを好きでしたから,別の学校に行くことは
Ed nD me )からお金をもらっていま
した｡ところが,私を妊娠したために,母親は教師 ン トラル ･スクール 
tntepario
tuca
(
ltenraoainedr(
いやでした｡結局,私はガ-ディナー ･ロー ド･セ
Ga rR dC
をやめざるをえなくなり,教師として契約した期間
勤めることができなくなってしまいました｡その当 irse(
Sh lcoo)へ転校することになりました｡その学校は
グレン･アイリス Glnl ,メルボルンの中心か
時,両親はあまりお金を持っていませんでしたから, ら東南東へ 10キロのところにあるサバーブ)にあ
母親は少しずつお金を返してゆきました｡そのため, りました｡ア-マデル dlae
r
A( ma ,メルボルンの
彼女は 30年間にわたってお金を支払うことで,そ 中心から東南東に 7キロのところにあるサバーブ)
の債務を返しました｡ に近いところです｡その学校に移った生徒は,私以
O
市にあるサバーブ)で食料雑貨店 
dn,祖父母はオーモンド ( mor グレン･アイラ 外に誰もいませんでした｡私はその学校に第7学年
と第8学年の 2年間通いました｡hopgrocer( ys )
を経営していました｡私の父親は仕事から電車で家 その後,両親は私を教会の学校に行かせることに
へ帰ってくるとき,食料雑貨店に寄ってから帰宅し しました｡そこで,私はコロワ ･ガールズ ･グラマ
ていました｡私が子供のとき,水曜日に祖父が食料 ー ･スクール lrsKoro( waGi h lcooGra' mmarS )に
入学することになりました｡英国国教会系の学校で雑貨を荷馬車 ikner
n
hors
( eadj )で配達するのを
手伝っていました｡荷馬車は華やかに飾りたてられ, す｡他の生徒はマクロツプ ･ガールズ ･ハイスクー
ジプシーの車のような絵が描かれていて,それは美 ルに進学しましたから,私は教会の学校に行くのが
1しいものでした｡ いやでした｡第 9学年,第 10学年,第 1学年をそ
私が小学校に行っていたとき,小児麻痔の病気が
流行しました｡そのために小学校は閉鎖され,私た
ちは 6ケ月間学校へ行けませんでした｡妹がいまし
たから,私は家で妹と遊びました｡学校が閉鎖され
ていた間,私たちは家で勉強をしました｡その間,
の学校で勉強をしました｡ 第 11学年の終わりに,
私の父親は私に ｢学校をやめて,働かなくてはいけ
ない｣と言いました｡私が学校でずっと勉強をして
いたら,両親は妹を学校にやれなくなってしまうか
らです ｡ そこで,私は学校をやめて,職業学校 
母親が私たちの勉強を見てくれました｡私だけが学 egeb iusn( esscoll )に行きました｡ メルボルン市 
R校に行っていましたから,私が 5歳か 6歳のときで (都心)のラッセル ･ス トリー ト (usselS
す｡私たちが再び学校に行けるようになったとき, にあったス トッツ ･ビジネス ･カレッジ 
)t tree
s(tsott
角の家にいる小児麻痔で体が不自由になった少女と
よく会いました｡彼女は大きな椅子にすわったり,
ベッドにばったり横たわっていたりしました｡名前
はバーバラといいました｡私たちは車いすを押して,
彼女を学校に連れて行ってあげていました｡ 後で,
彼女は亡くなりました｡車いすを押して,彼女を送
迎してあげたことは,私たちにとってよい体験でし
egeB iusnessCol )に入学しました｡私はそこで 1
年間勉強をしました｡その学校でタイプと速記が学
級の中で一番だったことを,私は今でも誇りに思っ
ています｡今でも速記をすることが好きです｡タイ
プと速記ができましたから,若い頃は秘書として働
いていました｡今でもときどき速記で書きます｡私
たちはビクトリア州の速記の競技会に出場し,優勝
た｡私は学校が好きでした｡スポーツをとてもよく
しました｡ 6年生のとき,私はもう 1人の少女とと
5をしました｡私は 1分間に 10語を速記で書 くこと
ができますから,州議会議事堂で速記をしばらくし 
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ました｡その仕事は楽しいものでした｡でも,時間 持っていたので,立ち退くのを拒否しました｡そこ
がかかるので,その仕事を長い間はしませんでした｡ で,レイはその姉妹のために,クイーンズ ･ロー ド
その当時,速記の競技会に一緒に出場していたナン にあるアパー トを買ってあげ,その家を立ち退いて
シーはキュー ･クローケ一 ･クラブでクローケ-を もらいました｡私たちには,これしかその家を手に
しています｡私もクローケ-をしますから,彼女と 入れる方法はありませんでした｡立ち退いてもらう
ときどきクローケ-をします｡ までに, 1年間もかかりました｡私はその小さな家
初めに勤めた会社は,特許会社 tadntpaen( を気に入らなかったので,レイはその家を取 り壊し
att )です｡新製品の特許を取る会社です｡そ
の会社の社長が私の父親の友人であったので,私は
orney て,新しい家を建てました｡私たちは,ベントレー 
,グレン･アイラ市にあるサバーブ)のlihegB ten(
その仕事に就いたにすぎません｡でも,仕事はたい
くつでした｡そこで,特許会社に短期間勤めただけ
で,鋼鉄製の戸を作る会社に代わりました｡その会
社でもたいくつな仕事ばかりでしたから,数週間働
いてやめてしまいました｡長い間勤めることになっ
た最初の会社は,会計事務所です｡プライス ･ウオ
venueig
B den
ベンデイゴ通 り ( oA )にあるその家
に 25年間住みました｡ 私はその家が好 きでした｡
レンガ造りのすてきな家でした｡いま住んでいるの
とちょうど同じような家です｡その家で娘のジュリ
アンは生まれました｡
ジュリアンが 9ケ月のとき,私は娘を幼児保健所 
ーターハウス e Wa )という会計事hterousePirc( tenreth leatifnzm( hc )に連れて行きました｡その看
務所に重役秘書として 9年間勤めました｡入社して 護婦は私を見て,私が甲状腺種のようだと思いまし
すぐに重役秘書となりました｡その会社は今では多 た｡そこで,私はその日のうちに病院に行かされま
国籍企業になっていて,外国にも事務所がありま した｡その病院の医師は 1週間にわたって私を診察
す｡ して,外科医のところに送りました｡フリーメイソ
学校に行っていたとき,私はテニス,ホッケー, ンズ病院 ltaiospsonFree( ma sH ,メルボルンの都
ソフト･ボール,野球などさまざまなスポーツをし 心の東となりのサバーブ,イース ト･メルボルン 
boulE tasMe
ていました｡就職してからも,チームに所属してホ ました｡いろいろな検査を受けました｡そして,そ
ッケーはずっとしていました｡ホッケーをやめたの の病院で 10時間にわたる手術を受けました｡ 手術
は,結婚をして,子供ができた 26歳のときです｡ によって,首全体にガンがあることが分かりました｡
ました｡選手権試合に出場するくらい,テニスはし meにある総合病院)に 7ケ月間入院し
roob(al md
です｡私は社交ダンスを教えていました｡私たちは
教会で社交ダンスの会を開きました｡コールフィー
ルド･タウンホールやセントキルダ ･タウンホール
でも毎土曜日の夜にダンス会が開かれていましたか
ら,私たちはタウンホールによく歩いて行ったもの
です｡社交ダンスだけでなく,スクエア一 ･ダンス 
)
iancng
好きだったのは,社交ダンス そこで,手術でガンを取 り除きました｡そのとき,
レイは咽頭を残すかどうかを決断しなければなりま
せんでした｡レイは咽頭を残すことを決めました｡
これは,とてもいい決断でした｡私の声がハスキー
なのは,その手術のためです｡手術のために,私は
歌うことができなくなりました｡私はかつていくつ
もの合唱団に入っていました｡それから,甲状腺や
ancesquar( ed )もしていました｡その当時,私は 筋肉などを手術で取ってしまいましたから,坂道を
1週間のうち 3日もスクエア一 ･ダンスをしていま
した｡夫となったレイはスクエア一 ･ダンスを好き
ではありませんでした｡
私はレイと教会で知り合いました｡当時の私の遊
び友だちは教会で結婚式を挙げましたが,そのうち
の 2･3人は私と同じように離婚をしました｡でも,
当時の遊び友だちとは今でもいい友人で,よく会い
ます｡私が 25歳のときに,レイと結婚をしました｡ 
296591 年のことです｡レイの父親は 1 0年から不動
産屋の会社をしていました｡結婚したとき,夫も不
自由に上れません｡その手術の結果,困るようにな
ったことといったら,このくらいなことです｡私の
片耳は感覚がありません｡私の顔の半分も感覚があ
りません｡クローケ-をするには肩の筋肉は必要あ
りませんから,私はクローケ-をしています｡病院
に入院したとき,私はあと 3週間しか生きられない
と宣告されました｡ 私が 27歳で,娘がわずか 9ケ
月のときです｡私がガンになるなんて,考えもつか
ないことでした｡私は放射線療法を受けました｡当
時,化学療法はありませんでした｡ 私は 15年間に
動産屋をしていました｡結婚したとき,レイの父親 わたって放射線療法を受けました｡
c(ott
を買ってくれました｡その家には年老いた姉妹が借 んとできるようになりました｡私はたまたま商店の
家人として住んでいました｡姉妹はその家に愛着を 近くに住んでいました｡そこで,私は歩行器を押し 
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lveはマルベルン (Ma m)にある小さな家 )
age
 手術の 2年後から,私はいろいろなことをだんだ
野連
ながら商店に買い物に行きました｡まわりの人にと
ても助けてもらいました｡テニスをするときは右手
を使わないといけないので,テニスをすることがで
きなくなりました｡体内から毒素を出さないといけ
ないので,私は長い間チューブをしていなければな
りませんでした｡ 5年後くらいから,テニスができ
るようになりました｡放射線療法をずっと受けてい
ました｡肩こりなどがおこり,放射線療法はとても
つらいものでした｡以前は,ピーター ･マッカラム
病院でトレーニングを受けていました｡病院は都心
のロンズデール通りにあって,遠かったです｡レイ
は私を病院に連れて行ってくれ,私がそこに行って
トレーニングを受けるのがよいと判断しました｡た
ぶん,実際にもよかったのでしょう｡ 私は他の人た
ちと座って話をしました｡ トレーニングでとても疲
れました｡
ガンのために,私は 2年間赤ちゃんの世話をする
ことができませんでした｡平日は,女性に来てもら
政雄
ろによく行きました｡でも,次の子供を産むことが
できないことが分かりました｡そこで,私は養子を
もらうことを考えました｡ところが,私の寿命は短
いと思われていましたから,私が養子をもらうこと
は認めてもらえませんでした｡放射線療法を受けて
いた 15年間,私はあとどのくらい生きられるかか
いもく分かりませんでした｡当時は,ガンにかかっ
てあと 5年生きられるというのは奇跡でした｡今で
も検査のために病院に行っています｡
この病気の体験は私の人生観に影響を与えまし
tnt tconenた｡満足を知るということ ( me )を身に
つけました｡私たちは教会で ｢お金と重要なもの｣
という一連の話し合いをしています｡この 2週間は
満足について話しました｡先週の水曜日に,私はス
ピーチをしました｡私は心の平安を得ました｡私は
どんなことにも動じません｡どんなことが起こって
も,心配をしません｡私がこれまでたいへんな体験
をしてきたから,私には精神的な強さがあります｡
って,赤ちゃんの世話をしてもらいました｡夫の母 私には信念 hfita( )もあります｡昨年のクリスマス
親にも来てもらい,世話をしてもらいました｡放射 に,娘は私に格言集をくれました｡私は毎日これを
線療法で,私は何もすることが許されていませんで 読んでいます｡名言に出会うと,切 り取って牧師さ
した｡チューブが私の体のいたるところに入ってい んのところに持ってゆきます｡牧師さんも名言が好
ました｡私の症状がとても悪いとき,私は自分の母 きです｡
親のところに数ヶ月行って,世話をしてもらいまし 5ベントレーのベンデイゴ通 りに住んでいた 2年
た｡私の妹の 1人は外国に住んでいましたし,もう の間に,交換留学生を受け入れたり,地方出身の女
1人は結婚をしていました｡私は幸運でした｡それ の子を下宿させて 14年間も一緒に住んだりしまし
7
リアンの姉のようにここで暮らしました｡その子の48歳です｡
母親が娘の学校に電話をして,メルボルンで自分の昨年,私はジュリアンとピーター ･マッカラム病
から,4年間たちました｡ 私の娘ジュリアンは今 た｡シーラという地方出身の女の子はまるで娘ジュ
院 ltaiospClacau
Mtpeer
 mH ,メルボルンにある( 娘の世話をして,育ててくれる人がいないかどうか
ガンの専門病院)に行きました｡そして,教授に会 尋ねてきました｡その当時,レイは娘の学校にある
いました｡ジュリアンは教授に彼女がガンになる可 協議会のメンバーでしたので,私たちがその子を引
9.9能性について聞きました｡教授は娘に ｢ 9%大丈
夫だ｡そのガンはとても珍しいもので,遺伝的なも
き受けました｡ その子は娘と同じ学校に通V､まし
た｡
のではない｣と言いました｡娘はそのことが長い間
気にかかっていたようです｡私のガンは完治したよ
うに思われるかもしれませんが,私は王立メルボル
ン病院の重病患者のリストに今でも入っています｡
ガンになったとき,優秀なお医者さんが私につい
てくれました｡ 当時,30歳の人で,私より 3歳だ
け年上でした｡毎年,その人にクリスマス ･カー ド
を送っていました｡数年前にその人にクリスマス ･
カードを送らなかったら,電話がその人から私にあ
り,私は ｢クリスマス ･カー ドを送ってくれないの｣
と言われました｡クリスマス ･カー ドを送らなかっ
たので,病院は私が死んだのだと思ったのでしょ
シーラはジュリアンと同じ学校に行きました｡シ
ーラはジュリアンにとって姉のような存在でした｡
シーラはときどき週末に帰郷していました｡シーラ
の母親は変わった人でしたが,おばあさんは楽しい
人でした｡私は今でもシーラとつき合いがあります｡
シーラは私を今も母親のように思っています｡シー
ラは 14歳のときに私たちのところに下宿し始めま
した｡そのとき,ジュリアンは 9歳でした｡シーラ
は 14年間私たちと一緒に暮らしました｡シーラは
教員養成学校に行き,28歳で学校の先生となって
私たちの家を出ました｡その後,結婚をしましたが,
うまくゆきませんでした｡
8
｡う
次の子供がほしくて,私はかつて婦人科医のとこ
-3
レイはロータリー ･クラブに入っていました｡そ
こで,シーラを引き受けると同時に,毎年,交換留 
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学生も受け入れていました｡南アフリカ, ドイツ,
デンマーク,日本からの交換留学生をこれまでに引
き受けました｡日本からの交換留学生は 4人引き受
けました｡ 私たちはビクトリア州にいるロータリ
ー ･クラブの交換留学生 20人をビク トリア州のあ
る港町に連れて行きました｡インドからの交換留学
生は自分でボー トを出して牡堀の養殖場に行って,
を解雇したから,やっていることをすべてやめて,
私と働かないといけない｣と私に言いました｡当時,
私は教会の集まりに係わっていましたし,テニスを
していました｡いろいろなことをしていました｡そ
ういったことすべてをやめて,私はレイと一緒に働
り出す広告をある土曜日に出しました｡ギプスラン
ドに住む女性が夫とその家を見に来て,買いたいと
言いました｡レイはその家の庭にとてもきれいなプ
ールを作 りました｡私たちはそのプールで楽しい時
間をすごしましたから,そのプールには思い入れが
ありました｡引っ越す日はとても悲しく,涙がプー
ルに落ちました｡ジュリアンも私も引っ越したくあ
親戚は私たち夫婦がとても仲がよいと思っていまし
たから,私たちが別れることにとてもショックを受
けていました｡その後も,私はレイと一緒に住んで
いました｡少しして,レイが私に ｢君に見せたい家
がある｣と言いました｡私が ｢何のために｣と聞く
と,彼は ｢私が君に家を買うときだ｣と答えました｡
そして,彼は私をこの家に連れてきました｡とても
牡堀をだまって取ってしまいました｡そのために, いい家でした｡ 
その交換留学生は本国に送 り返されてしまいまし
0歳代の一人暮らしの女性が住ん
でいました｡この家は,彼女の両親が建てたもので
9

た｡何ていたずらな女の子なのでしょう｡ す｡私はレイに ｢ジュリアンに見せたい｣と言いま
レイは不動産屋をしていました｡ ジュリアンが した｡娘を連れてきたら,娘は玄関を入るなり涙を
4歳の頃です｡ある夜,レイが帰宅すると,｢秘書 浮かべ,｢この家はいいわ｣と言いました｡こうし1

て,私たちはこの家に住むことにしました｡レイは
サンドリングハムの家を売り,その家の裏庭にもう
一軒の家を建てて,そこに住んでいます｡
この家に前に住んでいた女性からこの家を買った
とき,レイはその女性のためにベントレーでフラッ
き始めました｡ 1 年でした｡
私 2人で働きました｡私が簿記をやり,レイが不動
産の売買をしていました｡私は顧客サービスについ
1
7
9
 事務所ではレイと トを見つけてあげました｡その女性はすぐにそのフ
ラットに移 り住みました｡レイにとても感謝してい
ました｡私がこの家に移 り住む前に,レイは 6ケ月
てのすべての仕事をしました｡ にわたってこの家を改修しました｡彼は毎日この家
9
7
9
1
 年に,レイと私は話 し合って,ベントレー
の家を売って,もっと大きい家へ引っ越すことにし
ました｡そこで,ベンデイゴ通りにあるその家を売 7
8
9

に来て,塗装をしたり,新しい浴室や台所を作った
りしました｡
私は 1 年にこの家に引っ越 してきました｡ こ
8
こに一人で暮 らし始めてから, 1年になります｡
生活をとても楽しんでいます｡レイと別れてからも, 
8年間一緒に働きました｡朝に事務所にいってレイ
と顔を合わせ,夕方に別れるのです｡この家に引っ
越したのは日曜日でしたが,その翌日の月曜日に事
務所でレイと顔を合わせました｡もとの夫と一緒に
働 くには,勇気 tgus( )が必要でした｡ 
りませんでした｡私たちはそこが大好きでした｡こ 1
988年に,正式に離婚をしました｡ レイは熱心
れが,私たちの離別の始まりでした｡家を買った夫 なロータリー ･クラブ会員で,ロータリー ･クラブ
婦は二人とも先生でした｡彼らはボクシング ･デー の活動に参加することと仕事だけしかできませんで
2
ay
B ioxn( gD ,1月 26日)に引っ越 して来たので, した｡ですから,結婚をしているとき外に出歩 くと
私たちはその日にその家から引っ越しました｡とて 悪いなという罪悪感が私にはありました｡離婚して
も暑い日でした｡レイはオークレー lihegOka( ,メ 独 りで住むようになってからはそういうことがなく
ルボルンの中心から東南東に 14キロほどのところ なり,私は以前よりも教会などに係わるようになり
にあるサバーブ)に小さな家を持っていました｡私 ました｡
たちはそこにまず引っ越しました｡そこに4ケ月住 5
レイは 199年に退職しました｡私はその会社が
みました｡ その間に家を探 し,サンドリングハム 持っていた家主のリス ト(顧客リスト)をもらって,
6
dihsanrngam( ,メルボルンの中心から南東に 1
キ
ロほどのところにあるサバーブ)に家を買いまし
た｡
ある夜帰宅すると,レイは ｢これでおしまいだ｣
と言いました｡私は,｢何が終わりなの｣と聞きま
した｡彼は,｢私たちはもう一緒には生活できない｣
と答えました｡私は信じられませんでした｡友人や
- 3 9
 
私は地元にある別の会社に移 り, 2年前まで不動産
マネージャーとして働いていました｡人とつき合う
のが好きなので,働 くのが好きです｡借家人を選ん
だり,賃貸物件を見回りに行ったり,家の維持管理
をしたり,家賃を徴収するといったような仕事をし
ていました｡今でもときどきもとの職場に歩いて行
って,話をしたりしてきます｡ 
I 
野過 政雄
ジュリアンは, 1代のころ自分が将来何になり
たいのか分かりませんでした｡レイは娘を大学に連
れて行って,法律を勉強することを勧めました｡そ
れで,娘は法律の勉強をすることになりました｡娘
は28歳のときに,家を出ました｡ 娘がある夜帰宅
すると,｢お母さん,私はもう家を出るときね｣と
言って,家を出て行きました｡娘は頭のいい子です｡
0 夫婦が他の人たちとおつき合いをできるように,私
は娘の家に夜よく行って子供たちを見てあげます｡
子供たちだけを家に残 しておきたくはありません｡
娘夫婦はキューに住んでいます｡昨日そこからこの
家へ 20分 くらいで帰 りました｡ 車が渋滞 していな
ければ,そのくらいのものです｡
私の父親は 60歳で死にました｡ 死んだときは,
ジュリアンは 1 9年に結婚をしました｡
ンは結婚式の前日にこの家に泊まり,結婚式に行き スモーカーで,心臓麻痔で死にました｡若すぎる死
ました｡(オース トラリアでは,結婚式の前 日に花 です｡母親はその後 30年間ほど一人暮らしをして
嫁は両親の家に泊まるという習慣がある｡)ジュリ いました｡ 私の母親は 98歳で亡 くなりました｡こ
89 ジュリア ショックでとても悲しかったです｡父親はヘビー ･
arr )です｡夫は勅撰法廷
sc )です｡ジュリアンには 
itser
lounse
b(
ueen
Q
(
アンは法廷弁護士 の家のほんのす ぐ角の家に住んでいました｡最後の 
5･6年の間,私は 1日に 3回母親の家に行きまし'弁護士 
4人の子供がいます｡ジュリアンの実子は 2人で,
あとの 2人は夫の連れ子 (娘)です｡私たちはとて
も親しくしています｡連れ子の 1人は来年結婚をし
ます｡
私は働きながら娘を育てました｡娘が学校から戻
ったときに私が家にいつもいるように,私は午後 4
時までには家に戻るようにしていました｡そして,
た｡
私の妹にも家族がいます｡私の家族やいとこやお
いなどの親族は 30人ほどになります｡私の家族や
親族はとても親密です｡ 1年間に少なくとも 6回会
っています｡家族や親族が定期的に会うというのが,
私たちの家族の伝統です｡幸運なことに,すべての
家族や親族はビクトリア州にいます｡一番遠 くに住
娘と紅茶を飲んで,話をしました｡私は自分が子供 んでいる人でも,ジーロング G leeong( ,メルボル
fde(
であった頃のことを今でも覚えています｡私が牧草 ンから55キロメー トルほど南西にあるビク トリア
地を越えて学校から家に帰ると,台所の窓から ｢は 州第 2の都市)です｡
ーい｡お母さん｣と家の中の母親を呼びました｡私 私はチャリティの仕事をこれまでいろいろしてき
Or roは母親が台所から返事をしてくれた声を今でも覚え ま した ｡ そ こで, レイは私 を叙勲 
iaA ltusra )の候補者として推薦をしてくれました｡
これとは別のことですが,グレン･アイラ市は毎年
ています｡その後,家で紅茶を飲んで,母親と話を
しました｡
ジュリアンも私と同じように子供を育てていま iervceitn(commu ySコミュニティ ･サービス賞 
drAwa )を授与 しています｡私は,その賞を 1
います｡ジュリアンは子供に携帯電話を持たせてい 年にもらいました｡私はその賞にノミネー トされた
ます｡子供は何時に学校を出るかを電話で知らせて ことは知っていました｡ノミネー トされた 15人は,
きます｡娘が子供を迎えに行けないときは,私がブ 朝 7時からの朝食会に行きました｡私は家族ではな
799す｡私はジュリアンの子供の育て方に誇 りを持って
ライトン tonBihrg( ,メルボルンの中心から南東に く,職場の女友達を連れて会場に行きました｡ノミ
10キロのところにあるサバーブ｡パムさんの住む
サバーブはプライトンに近いので,プライトンと言 弁護士や先生などで,一般人は私一人でした｡その
ネー トされた人たちは,私以外すべて男性でした｡
っている)からキュー Kew( ,メルボルンの中心か 賞をもらった場合のためにスピーチの原稿を作って
4
ら東北東-8キロのところにあるサバーブ)へ娘の おさましたが,私がその賞をもらえるとは思っても
子供を迎えに行きます｡あるとき,私がモーニング いませんでした｡受賞者が発表されたら,それは私
0-
i trnngon(Mo
ロ ･メー トルほど南南東にいったところにある,港
岸に面したサバーブ)でクローケ-をしているとき,
娘は私に電話をかけてきて,｢法廷がいつ終わるか
分からないので,子供を迎えに行ってほしい｣と頼
んできました｡モーニングトンからはとても迎えに
行けませんから,私たちは他の人に頼んで迎えに行
ってもらったことがあります｡でも,娘の都合がつ
かないときは,たいてい私が迎えに行ってあげられ
ます｡孫の迎えは,私と娘の 2人でしています｡娘
,メルボルンの中心か ら45キトン でした｡女友達は私を指でつねって,立ち上がらせ,
スピーチをすることを促 しました｡受賞した後,私
の写真がいろいろなところに飾られました｡感激し
ました｡
昨年,私の家のこの部屋を増築したとき,レイが
すべてやってくれました｡かわら葺きもやってくれ
ました｡彼はすべてのところの塗装もやってくれま
した｡彼は仕事をやめましたから,そういった作業
をやってくれます｡今,彼は娘の家の清掃をしてい
ます｡ 
-
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つい最近,私の妹は金婚式を祝いました｡そのと た｡昨日,そのことを彼と話しました｡レイは私と
きに,教会のすべての友人が一同に集まりました｡ 離婚するといったような愚かなことをしてしまった
私はその友人たちととても長い間会っていませんで と言い続けています｡
した ｡ 私 たちは シ ドニーのヘ ルベ イス ン川 
nRi )まで宿泊施設の付いたヨットでverHlaverso( ③何に幸福を感じるか
行きました｡ 8人から 10人ほどになりました｡ク
リスマスや正月を祝いながら, 1週間ほどヨットで
旅行をしました｡その旅行は昨日のように,よく覚
えています｡
私は幸福です｡これは強調しておきます｡離婚し
たときは,とても泣きました｡そして,とても狼狽
しました｡幸運にも,娘は家族法を専門にしていま
したから,離婚のときに法律的な助言を私にしてく
れました｡レイは,最後には離婚したことを私に謝
りました｡今では,レイと私はとても頻繁に夕食会
をしています｡昨日も,娘夫婦の家でレイと夕食を
食べました｡彼は料理が上手です｡とてもおいしい
料理を作 りました｡レイは年下の女性としばらく結
婚をしていましたが,結局,うまくゆきませんでし
やっていることすべてから人生の満足を得ていま
す｡クローケ-をすること,いろいろな団体に入っ
て活動すること,他の人たちを助けたりすることで
す｡病人を介護したりして,やりすぎたなと思うこ
ともあります｡でも,家に戻ると,いい気持ちがし
ます｡自分のためにそうしたことをするのではない
のです｡そうしたことをしているために,私は健康
なのです｡私はかつて多くの本を読みましたが,今
では,読書よりもコンピューターをします｡クロス
ワード･パズルもします｡これをすることで,頭を
使います｡クローケ-のクラブには高齢の人がたく
さんいます｡大部分の人は 70歳から 90歳です｡ク
ロケ-で私のパー トナーをしている男性は 80歳で
す｡私よりも 5歳も年上です｡ 
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